
数
制
限
の
要
請
が
あ
る
た
め
、
当

日
は
三
役
の
み
が
出
席
い
た
し
ま

す
」
と
前
置
き
を
し
て
、
大
項
目

の
変
更
な
ど
昨
年
度
の
要
望
と
の

違
い
を
挙
げ
た
。

　

新
し
く
設
定
し
た
大
項
目
「
１

　

品
確
法
の
改
正
に
つ
い
て
」
は
、

「
既
存
の
要
望
に
加
え
、
今
年
４

月
の
改
正
に
つ
い
て
追
記
す
る
と

と
も
に
、
品
確
法
の
再
改
正
と
、

条
文
に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務

に
関
し
て
明
記
す
る
よ
う
要
望
し

て
お
り
ま
す
」
と
説
明
。

　

大
項
目
「
２　

適
切
な
契
約
の

実
現
に
つ
い
て
」
の
「
⑴
適
正
価
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東京協会「会員概括」アンケート   最終回　協会事業について

講習会・セミナーの活用がトップ
　
（
公
社
）
東
京
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

会
が
、
会
員
各
社
の

雇
用
状
況
や
経
営
・

資
格
に
関
す
る
状
況

を
把
握
す
る
た
め
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
最
終
回

は
、「
協
会
事
業
に

社
（
53
％
）、
定
期
便
１
０
８
社

（
50
％
）、
広
報
紙
・
Ｈ
Ｐ
１
０
５

社
（
49
％
）
の
順
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
に

は
半
数
以
上
が
参
加
し
て
い
る

が
、
東
京
協
会
で
は
「
さ
ら
な
る

参
加
数
増
に
向
け
て
、
事
業
の
工

夫
が
必
要
」
と
判
断
。

　

ま
た
、
会
員
の
求
人
掲
載
は
無

料
で
、indeed

と
連
携
、
ア
イ

デ
ム
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
求
人
サ
イ
ト

「
東
京
ビ
ル
メ
ン
お
仕
事
さ
が
し
」

を
活
用
し
て
い
る
会
員
は
、
わ
ず

か
21
社
（
10
％
）
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。
東
京
協
会
で
は
、
周
知

不
足
を
反
省
し
て
「
今
後
一
層
の

周
知
活
動
が
必
須
」
と
結
論
付
け

た
。

　

自
由
記
述
に
よ
る
東
京
協
会
へ

の
期
待
・
希
望
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
よ
う
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。

つ
い
て
」。

　

東
京
協
会
で
は
、
講
習
会
・
セ

ミ
ナ
ー
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
ェ
ア
、
定
期
便
な
ど
、
各
種
の

事
業
を
推
進
し
て
い
る
が
、
会
員

が
一
番
活
用
し
て
い
る
の
は
、
講

習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
で
１
６
０
社

（
74
％
）
で
あ
っ
た
。
続
い
て
、
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
１
１
３

格
に
よ
る
契
約
に
つ
い
て
」
で
は

「
昨
年
11
月
の
総
務
省
・
厚
労
省

の
通
知
や
令
和
５
年
度
の
建
築
保

全
業
務
労
務
単
価
の
見
直
し
な
ど

を
も
と
に
、
建
築
保
全
業
務
労
務

単
価
の
活
用
徹
底
と
ス
ラ
イ
ド
適

用
等
の
制
度
改
正
を
要
望
」、「
⑵

厚
生
労
働
省
に
よ
る
調
査
と
公
表

の
継
続
に
つ
い
て
」
で
は
「
毎
年

度
の
調
査
・
公
表
を
要
望
」、「
⑶

エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
認
定
制
度
の

促
進
に
つ
い
て
」
で
は
「
今
年
２

月
の
閣
議
決
定
を
も
と
に
基
本
方

針
の
徹
底
を
要
望
」、「
⑷
全
省
庁

統
一
資
格
付
与
点
数
表
の
見
直
し

に
つ
い
て
」
は
「
継
続
要
望
」、「
⑸

入
札
参
加
資
格
の
運
用
徹
底
に
つ

い
て
」
は
「
新
た
な
要
望
項
目
で

す
。
全
国
の
裁
判
所
の
入
札
案
件

に
お
い
て
特
記
事
項
を
設
け
、
入

札
の
競
争
性
を
担
保
で
き
な
い
入

札
参
加
資
格
が
設
け
ら
れ
た
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
適
切
な

競
争
入
札
を
実
施
す
る
た
め
に
運

用
ル
ー
ル
の
徹
底
を
要
望
し
ま

す
」
と
説
明
。

　

大
項
目
「
３　

そ
の
他
の
制
度

改
正
」
で
は
「
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
へ
の
対
応
の
項
目
は
、
大
項

目
１
と
重
な
る
内
容
で
す
の
で
削

除
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
大

き
な
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と

述
べ
て
審
議
を
求
め
た
。

　

議
長
の
野
口
博
行
副
理
事
長
が

意
見
や
質
問
を
求
め
、
高
橋
誠
事

務
局
長
が
全
国
協
会
の
緊
急
依
頼

や
新
た
な
総
務
省
の
通
知
、
厚
労

省
の
依
頼
に
つ
い
て
説
明
し
た
の

ち
採
決
に
移
り
、
議
案
は
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
は
４
つ
。「
令
和

５
年
上
半
期
の
収
支
に
つ
い

て
」
は
、
坂
野
正
和
会
計
責
任

者
が
「
万
円
単
位
」
で
各
項
目

の
詳
細
を
挙
げ
た
あ
と
、「
収
入

６
９
０
万
円
に
、
前
年
か
ら
の
繰

越
額
１
７
８
４
万
円
を
加
え
、
収

入
総
額
は
２
４
７
４
万
円
。
支
出

は
３
９
８
万
円
で
、
当
期
収
支
差

額
は
２
９
３
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な

り
、
下
半
期
へ
２
０
７
７
万
円
を

繰
り
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

と
報
告
。
続
い
て
、
大
村
清
保
監

事
が
「
決
算
報
告
書
は
、
会
計
帳

簿
の
記
載
金
額
と
一
致
し
、
当
政

治
連
盟
の
財
政
状
況
を
正
し
く
示

し
て
い
る
」「
理
事
の
職
務
執
行

に
関
す
る
不
正
の
行
為
及
び
法
令

等
に
違
反
す
る
事
実
は
な
く
、
適

正
に
運
営
し
て
い
る
」
と
監
査
報

告
。

　

８
月
22
日
に
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
69
回
全
政

連
評
議
員
会
」
に
関
し
て
は
、
松

井
奈
美
全
政
連
評
議
員
が
、
分
担

金
の
見
直
し
、
規
約
細
則
の
一
部

改
正
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

任
、
全
政
連
執
行
体
制
に
つ
い
て

報
告
。「
７
月
理
事
会
以
降
の
動

き
と
今
後
の
予
定
」
と
「
会
員
等

の
推
移
」
は
、
高
橋
誠
事
務
局
長

が
説
明
を
行
っ
た
。

○
講
習
会
関
係

・
講
習
会
の
積
極
的
な
開
催
（
資

格
取
得
講
習
会
、
異
業
種
の
方

の
講
習
拡
充
等
）

・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
の
拡
充

○
資
格
関
係

・
特
定
技
能
の
国
外
試
験
の
再
開

と
推
進
に
よ
る
優
秀
な
海
外
人

材
の
受
け
入
れ
拡
大

・
協
会
の
資
格
を
外
国
人
で
も
取

れ
る
よ
う
に
英
語
対
応
を
希
望

・
設
備
関
係
資
格
の
国
際
間
相
互

認
証
の
動
き
の
調
査

○
経
営
関
係

・
会
員
企
業
同
士
の
交
流
会
の
実

施
・
協
業
や
協
会
内
で
の
業
務
受
発

注
支
援
の
輪

・
協
会
全
体
の
雇
用
の
安
定
と
受

注
金
額
の
向
上
に
よ
る
社
員
の

収
入
向
上

・
業
界
の
地
位
向
上
、
労
働
者
数

の
増
加
（
人
材
の
確
保
、
学
生

へ
の
Ｐ
Ｒ
等
）

・
有
資
格
者
（
ビ
ル
管
、
電
検
保

有
者
）
の
紹
介

・
公
費
の
値
下
げ

○
調
査
関
係

・
ビ
ル
メ
ン
業
の
調
査
報
告
書
な

ど
、
デ
ー
タ
提
供
や
制
度
改
正

に
関
す
る
情
報
提
供

○
そ
の
他

・
警
備
業
界
を
巻
き
込
ん
だ
協
会

の
発
展

・
講
習
や
訓
練
ス
ペ
ー
ス
の
レ
ン

タ
ル
（
小
規
模
・
中
小
向
け
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
、
今

後
の
協
会
事
業
の
企
画
・
運
営
や
、

東
京
都
へ
の
要
望
活
動
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
国
の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望
を
審
議

第133回
理事会

理
事
会
の
様
子

冒
頭
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
梶
山
理
事
長

全
政
連
評
議
員
会
の
報
告
を
行
う
松
井
理
事

議
長
を
務
め
た
野
口
副
理
事
長

監
査
報
告
を
行
う
大
村
監
事

で
以
上
に
当
政
連
と
全
政
連
が
連

携
を
し
て
、
業
界
の
課
題
解
決
の

た
め
に
活
動
し
た
く
存
じ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

議
案
の
令
和
６
年
度
国
の
予

算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望
に
つ

い
て
の
提
案
説
明
は
、
横
田
英
雄

幹
事
長
が
担
当
。「
毎
年
、
自
民

党
東
京
都
連
に
提
出
し
て
お
り
ま

す
国
要
望
に
つ
い
て
ご
提
案
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
本
要
望
は
10

月
４
日
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
て
提
出

す
る
予
定
で
す
が
、
先
方
か
ら
人

く
だ
さ
い
」
と
注
意
を
喚
起
し
た

あ
と
、
第
69
回
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
政
治
連
盟
評
議
員
会
に
言

及
。「
本
日
の
報
告
事
項
に
も
あ

り
ま
す
が
、
８
月
22
日
に
全
政
連

の
評
議
員
会
が
行
わ
れ
、
役
員
改

選
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
臨

時
理
事
会
に
お
い
て
、
私
が
全
政

連
の
理
事
長
を
拝
命
し
、
併
せ
て

当
政
連
の
榎
本
副
理
事
長
が
、
全

政
連
で
も
副
理
事
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
９
月
５
日
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
で
「
第

１
３
３
回
理
事
会
」
を
開
催
し
、

「
令
和
６
年
度
国
の
予
算
・
制
度

等
に
関
す
る
要
望
」
に
つ
い
て
審

議
し
た
。

　

今
年
は
異
例
な
暑
さ
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
梶
山
龍
誠
理
事

長
は
冒
頭
挨
拶
で
、「
８
月
も
終

わ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
残
暑
が
厳

し
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
、

体
調
管
理
に
は
十
分
お
気
を
付
け

活用している協会事業　215社（複数回答）

0
10
20
30
40
50
60
70
80

100
160 社
74％

113 社
53％ 108 社

50％
105 社
49％161 社

47％ 90 社
42％

50 社
23％

50 社
23％

21 社
10％

18 社
8％ 9社

4％

講
習
会

書
籍

優
良
従
業
員

労
働
安
全
衛
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賀
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会

ビ
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メ
ン
フ
ェ
ア

求
人
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定
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広
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厚
生
事
業

そ
の
他

（％）

上
半
期
の
収
支
を
報
告
す
る
坂
野
会
計
責
任
者

審
議
事
項
を
説
明
す
る
横
田
幹
事
長

報
告
事
項
を
行
う
高
橋
事
務
局
長


